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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【部屋移動】
・工藤　誠吾様～東C5号室→東合併症室
・下山　孝一様～東合併症室→東C5号室
【転出】
・坂本　友吉様～東A13号室→南C206号室
【退院】
・滝川　達夫様～東C5号室
【入院】
・日登　光一様～東C5号室
・瀬原　るみ様～東D17号室

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～クロトリマゾール腟錠１００ｍｇ７錠処方。明日採血行い、鉄剤の処方については検討するとの事。

・松谷　さと子様～ロナセンテープ４０ｍｇ２８枚処方。

・坂本　友吉様～便秘時のＩＦオーダー追加。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・芦口　道則様～20：00～6：00時間隔離中。ホールにて他患者と交流し続けてやや談話・行動心迫気味に経過するが、易怒的態度や不機嫌さなく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中他者への迷惑行為を自制できないため早めに開放観察を終えている。隔離中は一時的に奇声を挙げるが一時的で落ち着いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6:00～18:00開放観察実施。他患がいると落ち着いているが、いなくなると焦燥的となる。易怒的態度や粗暴行為なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～本日もブドウ糖＋ヒューマリンＲ１０単位点滴施行。本日の採血にて、カリウム正常範囲内に改善。明日朝再び採血実施指示。

＜田名部Dr.診察情報＞
・芦口　道則様～臨時薬ロドピン減量、炭酸リチウム追加、酸化マグネシウム継続となり他同内容で2日分処方。室内に吸入器持たせてOK。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方。感冒症状持続、PL追加で2日分処方。

・安達　貴浩様～感冒症状持続、PL追加で2日分処方。

・袴田　将志様～感冒症状持続、PL追加で2日分処方。

・高柳　和子様～感冒症状持続、嗄声・咳嗽あり。PL・レスプレン2日分処方。

・若沢　理子様～感冒症状出現、PL2日分処方。希望にて夕～普通食器へ、大盛り→普通盛り、各食米飯へ変更。

・谷地　寿梨様～臨時薬就寝前レボトミン減薬、クエチアピン追加となり他同内容で7日分処方。

・小向　美幸様～臨時薬トレドミン増薬、他同内容で7日分処方。

・藤井　孝蔵様～臨時薬ビーマス7日分処方。

・松橋　文彦様～レクチャー6実施。臨時薬ホリゾン減薬となり他同内容で7日分処方。

・小澤　和子様、大久保　和子様、中居　伊佐男様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬コントミン（25）4T朝・夕→6T毎食後へ変更、他同内容で7日分処方。

・泉山　紀子様～臨時薬リボトリール錠（0.5）1T⇒2Tへ増量、青山荘以外の施設も申込みしていくよう指示あり。自傷行為予防のためとりあえず、雑誌と写真、おしりふき、ティッシュはOKの指示あり。

・下山　孝一様～臨時薬10/7～ドネペジル追加、他同内容で7日分処方。

・山本　嗣教様～臨時薬同内容で7日分処方、みちのく病院への転院早く進めるよう指示あり。頻脈は水分補給促しの指示。

・板橋　ちよ様～臨時薬同内容で7日分処方、退院支援進めるよう指示あり。

・風穴　禮子様～臨時薬同内容で7日分処方、介護認定調査結果確認し退院支援早く進めるよう指示あり。

・佐々木　理佳様～臨時薬同内容で7日分処方。

・大久保　恵様～10/7から10/13まで毎食前血糖測定の指示あり。

・吉田　貞男様～退院指示、退院処方あり。

・清水目　忠男様～臨時薬同内容で7日分処方、退院支援早く進めるよう指示あり。

・工藤　誠吾様～持参薬10/7～当院処方切り替え、退院支援進めるよう指示あり。

・松山　光雄様～転出許可あり。10/7～ノイロビタン配合錠開始。退院支援早く進めるよう指示あり。

・河村　千鶴子様～臨時薬同内容で7日分処方、南山苑の他の施設も申込みし退院支援進めるよう指示あり。

・水梨　孝純～臨時薬同内容で7日分処方。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和4年10月8日　11：07
　氏　　名：日登　光一（ひのぼり　こういち）様
　生年月日：昭和23年5月3日　74歳
　病　　名：レビー小体型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　平成23年に物忘れがみられたことから、むらかみ脳神経クリニックを初診。10月に入り、食べられない物や家族の認識が出来ず、家人に対する暴力行為もみられる。継続治療と鑑別目的にてR3.10.12当院初診。レビー小体型認知症の診断にて、外来で薬剤調整していた。R4.9.16ケアマネより連絡あり、前回受診時に薬剤調整となり様子を見ていたが暴力行為は落ち着いたものの、不穏行動は続いていた。ご家族が金銭的な理由で入院には消極的であるため、薬剤調整にて対応し改善がない場合は、入院治療も検討していくこととしていた。R4.9.30息子様より不穏粗暴行動が強くなったと、本人の状態について主治医へ連絡あり。薬物調整では難しく、入院治療の必要性を説明行うとご家族了承され、R4.10.6当院受診。薬物調整による症状改善目的にて、東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

【退院先】自宅
【緊急時】搬送希望
【他科受診】なし
【他科薬】あり（切替希望）
【洗濯】家族洗濯（１回/週）
【オムツ】持参
【売店】なし
【義歯】なし
【コロナ】４回済み（8/30）
【インフル】希望
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＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和4年10月6日　　14：03
　氏　　名：瀬原　るみ（せはら　るみ）様
　生年月日：昭和36年10月27　60歳
　病　　名：アルコール依存症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　10年前までは機会飲酒であったが、同居の両親がいつもけんかをしてストレスがたまるといったことから、常習的に飲酒するようになる。現在では食事もあまりとれずに2.3年前に一度内科病院に受診しているが、胃カメラ上特に問題なし。また孫を保育園に連れる際にも飲酒しており、車のカギを一時的に預かり運転できないよう対処している。自宅内も乱雑であり、本人とともにいたくないとのことで母も近隣の娘の元へ身を寄せている。本人は“不眠”“うつ”の症状が強く、高松病院以外の内科などからも睡眠薬をもらっている可能性あるが詳細は不明。会話内容もかみ合わず、うつ病といっては内服も決まった用法を守れていない様子。同居家族に対しての暴言もあり。当院でのアルコール専門治療を希望され当院に入院の相談がある。本人としても不調の原因がわかるなら良いと拒否的ではなく入院加療ついても了承している。R4.10.6来院しアルコール依存症治療プログラム導入目的にて、東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。

【退院先】自宅
【緊急時】搬送希望
【他科受診】なし
【他科薬】なし
【洗濯】業者洗濯
【売店】利用可（限度なし）
【コロナ】４回済み（9/21）
【入院継続について】
ご家族、本人が退院希望しても最低２か月は入院継続希望（医保切替など）

